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1．戸田式人工歯配列法
概　念

　人工歯配列とは，歯列と健康美の再現（前歯部）・
咀嚼機能の回復（臼歯部）を目的に，人工歯を咬合床
に配列する作業である．基本的な配列法については他
書に譲り，本書では下顎法をベースに私が考案した「戸
田式人工歯配列法」を解説する（図1）．
　下顎法をベースに配列法を考案した理由は，顎運動
する下顎の臼歯を優先的に配列するほうが，義歯の維
持安定を求めやすいからである．

■健康美と機能性を両立させる，配列のポイント
　戸田式人工歯配列法の特徴は，設計線（基準線を含
む）から患者に相応しい配列形状を導き出し，人工歯
の形態や歯科医師からの情報と指示，患者の意見・要
望などを取り入れて行うことである．人工歯の形態と
A線の角度は関連しているため，模型上の設計線に忠
実に配列すれば，悩みや迷いも少ないはずだ（図2，3）．
人工歯配列にあたっては，これまで平面的に見ていた
設計基準線を，立体的な生体の基準線と併せて「設計
線」として考えなければならない．

人工歯配列
Chapter 5

咬合採得 
↓

咬合器選択，咬合器装着 
↓

人工歯選択（シェード・モールド，サイズを確認） 
↓

上顎前歯配列（L/R 1，1，2，3，2，3）→1 1基準 
↓

下顎前歯配列（L/R 1，1，2，3，2，3）→被蓋調整 
↓

下顎臼歯配列（L/R 4，5，6，7）→  A線上に配列
↓切歯ピン1mm挙上

上顎臼歯配列（L/R 6，5，7，4）→3前歯と臼歯のバランス調整
↓

咬合器上の咬合調整　開閉運動の調整
　　　　　　　　　　前方運動の調整
　　　　　　　　　　側方運動の調整

図 1　戸田式人工歯配列法，作業工程一覧

図 2　咬合採得後の咬合床に記入された設計線に対し
て忠実な人工歯配列

１．咬合床の確認
　咬合採得後の咬合床を見て，人工歯の形態や特徴を
踏まえつつ，適切な配列位置・植立角度・被蓋を考える．

２．歯列形状
　骨や筋のつき方，噛み癖による歯列形状の左右差が
顔貌に表れるため，生体の特徴を意識して配列する．
左右対称の配列はかえって自然観を損ね，入れ歯然と
した印象を与えることになる．咬合採得時に得られた
計測データに従って配列し，患者の個性を活かして，
義歯だと悟られないような自然な歯列形状を目指す．

３．前歯配列
　前歯部では発音機能の回復と，自然で健康的な顔貌
再建が最大の課題である．前歯は顔貌の印象を左右す
るため，患者の意思を尊重し，健康美を追求して配列
する．

４．臼歯配列
　臼歯部では食物をおいしく食べられるよう，安定し
た咀嚼機能やスムーズな嚥下運動を得ることが重要で
ある．咬合理論・力学的配分・機能運動・人工歯の咬
合面形態など考慮すべき事項が多々あることを意識し
て配列する．

 ・下　顎
　下顎骨は可動するうえ骨幅が狭いことから，機能圧
が加わる下顎臼歯の頰側咬頭内斜面を優先的に，下顎
骨幅中央のA線上に配列する（図 4）※ 1．下顎歯槽骨
は吸収しても唇舌的・頰舌的な歯列弓の変化が少ない
ため，高径を回復させれば，有歯顎時代の歯列弓に近
似させやすくなる．
 ・上　顎
　上顎は，歯槽骨の経年変化に伴う吸収が著しい．下
顎との調和を図り，配列限界線を利用し，配列位置や
咬合様式を調整して，上顎臼歯配列可能域（ゾーン）
に配列する．

図 3　完成義歯の歯列と設計線との関係．この関係が戸田式人工歯配列の基本的な概念であり，目標でもある

※１　河邊清治先生は上顎臼歯咬合面をまな板に，下顎臼歯頰側咬頭を包丁にたとえて，この関係を説明されていた．
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3．作業用模型への設計
解剖学的ランドマーク

■模型から口腔内をイメージする
　模型は “患者の口腔内を映す鏡 ”であり，義歯製作
では模型から生体をイメージすることが求められる．
設計の際は，可動組織の存在，粘膜の厚みや被圧変位
量は部位によって差があること，骨の形状は１人ひと
り異なることなどを模型を介して認識し，そのような

複雑な環境下で，どうすれば義歯の維持安定を保て，
生体に調和させられるかまで想像できれば，なおよい．
　それには，解剖学の見地から生体を理解し（図
19），咀嚼・嚥下・発音などの機能について意識を高
く持つ必要がある※1．
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図 19　模型から読みにくい，義歯の維持安定に関与する生体（左図は渡邊ら 2），中央・右図は小出ら 3）よりそれぞれ改変）

図 20　上顎模型から読む生体の指標．①前歯部歯肉唇移行部：前歯部歯肉から口唇へ移行する境界にある，丸みを帯びた溝，②頰骨
下陵部：頰骨突起より下端にある隆線，③口蓋縫線：口蓋粘膜中央を縦走する線，④硬口蓋：（口蓋正中縫合部）：口蓋の中央付近の骨
豊隆．粘膜が薄い症例では，義歯床沈下に伴う支点となりやすい．また疼痛や義歯の破折を起こしやすい部位でもあるため，リリーフ
を付与する，⑤大口蓋孔部：上顎第二臼歯の遠心舌側で，神経や動脈が走る孔，⑥ハミュラーノッチ：蝶形骨の翼状突起と上顎結節の
後面により形成される切痕．床縁決定の参考となる，⑦口蓋小窩：口蓋正中縫合部と横口蓋縫合の接する付近に位置する窩．硬口蓋か
ら軟口蓋へ移行する境界の判断基準となり，上顎床後縁の位置決定の参考となる，⑧上唇小帯：上顎前歯正中に存在する．歯槽縁付近
の骨から生じ，扇状に達して口唇の動きを制御する．口唇と連動するため，動きを妨げないよう床縁を調整する必要がある，⑨切歯乳頭：
上顎切歯窩があり，刺激を避けるためリリーフを付与する，⑩頰小帯：口角部と連動して活発に動く組織．動きを妨げないよう床縁を
調整する必要がある，⑪切歯孔部：中切歯舌側の正中部にある神経孔，⑫口蓋皺襞：舌と同様，咀嚼，嚥下，発音機能に影響を及ぼす，
⑬上顎結節：上顎骨後縁の中央に位置する隆起．義歯の安定・維持力を高める，⑭軟口蓋：口蓋後方の可動性の筋と口蓋腺
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■上下顎模型から読む，解剖学的ランドマーク（図 20，21）

図 21　下顎模型から読む生体の指標．①レトロモラーパッド：下顎最後臼歯後方の小さな膨隆．無歯顎症例でも変化しにくい部位で
あるため床後縁や仮想咬合平面の決定に役立ち，また義歯床で被覆することで義歯を安定させる，②咬筋部：開口時に関与する，③頰
筋部：大臼歯の頰側歯根部付近に位置し，翼突下顎縫線から伸びた筋．咀嚼時に影響する，④顎舌骨筋線部：顎舌骨筋の起始部であり，
下顎義歯の安定に関与する骨線．顎舌骨筋が柔軟であれば床縁で覆えるが，不可能な症例もある，⑤オトガイ筋部：表情筋に属する口
裂周囲の筋の付着部．下顎前歯部床縁に影響を及ぼす，⑥外斜線部：下顎枝前縁から下前方へと下顎体に移行する外側面に位置する骨
隆線，⑦オトガイ孔部：血管，神経孔，下顎頰側にあり，歯槽骨の吸収に伴って露出してくる，刺激するとしびれや疼痛を招く，⑧頰
小帯：口角部と連動して活発に動く組織．動きを妨げないよう床縁を調整する必要がある，⑨オトガイ舌筋部：下顎骨のオトガイ棘上
部から起こり，舌尖から舌背にいたり，舌背近くで停止する筋，⑩下唇小帯：下顎前歯正中に存在する．歯槽縁付近の骨から生じ，扇
状に達して口唇の動きを制御する．口唇と連動するため，動きを妨げないよう床縁を調整する必要がある

⑥外斜線部①レトロモラーパット

⑦オトガイ孔部②咬筋部

⑧頰小帯③頰筋部

⑨オトガイ舌筋部④顎舌骨筋線部

⑩下唇小帯⑤オトガイ筋部

義歯設計の基準点
■設計の指標となる，基準点の記入
　義歯の設計を進めるうえで，まず記入すべきなのが
「義歯設計の基準点」である（以後は「基準点」とする）．
本書でいう基準点とは解剖学的ランドマークから見出
す設計のポイントであり，「かつて天然歯があったで
あろう」位置を示す仮想点を意味する．
　基準点は，患者の口腔内の可動組織・粘膜・顎堤・骨・
筋などの状態を把握したうえで記入するのが最も好ま
しく※2，歯科医師が口腔内を診察したのちに模型に
記入するのが理想的といえる．歯科技工士は，この基
準点を指標とすることで，かつての天然歯列に近似し
た基準線（設計基準線，p.25 参照）を容易に導き出
すことができ※3，咬合床製作や咬合採得，人工歯選択・
人工歯配列にも利用できる．
　基準点は上顎・下顎ともに８点ずつある（図 22）．

■上顎の基準点８点
・切歯乳頭頂
・口蓋小窩中間点
・上顎犬歯遠心点（左右）：もとあった犬歯の，おお
よその位置．わかりにくい場合は，臼後結節頂より約
30mm前方付近（平均的な４臼歯分）を目安にする※4．
・上顎第一小臼歯遠心点（左右）：犬歯遠心点より小
臼歯１歯分，遠心に位置する．
・上顎結節頂（左右）
　私は，上記 8点のほかに上顎配列限界点（左右）
を模型に記入している．上顎配列限界点とは，歯肉頰
移行部最深部（図 23，緑点）と犬歯遠心点の 3.5mm
唇側点（図 23，青点）とを結んだ延長線上に位置す
る仮想点を指す（図 23，赤点）．上顎臼歯は，頰側
の限界を超えて配列すると，咬合時に義歯床の転覆・
破折を招くため，それを避けるべく上顎臼歯の頰側の
配列限界を見きわめるために，記入している．

※１　たとえば，咀嚼には主に 4つの咀嚼筋（咬筋，側頭筋 , 内側翼突筋，外側翼突筋）が関与しているが，実際には咀嚼筋以外にも，
顎骨，顎関節，歯周組織，舌など，あらゆる器官（咀嚼系）が連動して咀嚼を行う仕組みとなっている．このように，ある動作
において直接的に働く筋以外にも，間接的に連関する筋や器官が存在することを忘れてはならない．

※２　とりわけ，経年変化に伴う顎堤吸収量や口腔底組織の状態に注意を払ってもらいたい．
※３　現存歯がある症例ならば，その歯の位置から基準点を割り出すこともできる．
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　生涯現役で「生体に調和する義歯」を臨床の現場で実践
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て役立ててほしい。　（腰原  好「監修にあたり」より抜粋）
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「義歯は粘膜の海に浮かぶ船である」
今，この言葉を知る人がどれ程いるだろうか．これは我が恩師・河邊清治先生の金言であり，

これこそが臨床技工の定理であると，私は思っている．

本書は「患者の笑顔」を最終目標に掲げた“心でつくる総義歯”について，初心者から読める

つくりにしており，今日からの仕事に活用できる臨床現場の必須アイテムといっても過言ではない．

（戸田　篤「はじめに」より抜粋）
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被圧変位量／リリーフ／床外形線（床概形線）
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概　念
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Chapter 7　最終印象から重合，研磨・仕上げ
　１．最終印象
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研磨・仕上げから義歯完成まで

Chapter 8　義歯装着・口腔内調整・義歯完成
　１．義歯完成・装着

歯科技工士も知っておきたい，口腔内調整の重要性／咀嚼の
メカニズム／総義歯の口腔内調整とは

　２．口腔内調整―酒井歯科医院での一例
新義歯装着初日，初回の口腔内調整／ 2 回目の口腔内調整
／ 3 回目の口腔内調整／新義歯装着から 1 週間後／新義歯
装着から 2 週間後／新義歯装着から 1 カ月後／長期使用義
歯のメインテナンスの一例

　３．健康美と機能の回復を求めた症例
患者満足度の高い，ワンランク上の義歯製作を目指して
（古谷歯科医院での一例）

C O L U M N
歯科写真活用術／歯槽骨の経年変化／マルチサベヤーと
は／義歯の適合と唾液のもたらす効果（接着と吸着）／
咬合高径の測定法／咬合平面と咬合器の関係を考えてみ
よう／生体≠咬合器／“時短人工歯”ベラシアSA／咬合
紙に関する考察／歯頸部と義歯床の展開角／義歯と発音
の関係／歯科技工士にとって重要な作業，歯肉形成／加
熱重合レジンに関する，私的考察／重合後のレジンと石
膏の，どちらが正しいか？／カラーレイヤーデンチャー
／シリコーンレイヤーデンチャー／CPデンチャー®／新
義歯装着時の、患者の感想
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